
編
集
後
記

平
成
２
９
年
５
月
２
５
日
発
行
「
第
３
９
期
・
園
芸
学
科

通
信
第
８
号
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

今
月
は
、
校
外
学
習
が
多
く
あ
り
、
記
事
の
内
容
を
割
愛

し
て
掲
載
し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
の
五
先
賢
の
館

教
林
坊
の
課
題
学
習
、
伊
吹
山
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
等
、

今
後
の
園
芸
学
科
生
の
活
躍
に
期
待
で
す
。

（
佳
）

そ
の
後
、
場
所
を
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
て

い
る
「
奥
書
院
や
庭
園
」
に
移
し
な
が
ら
多
賀

大
社
の
内
部
を
見
学
し
ま
し
た
。

奥
書
院
庭
園
は
、
安
土
桃
山
時
代
に
作
ら
れ

た
池
泉
鑑
賞
式
の
庭
園
で
、
天
正
十
六
年
（
１

５
８
８
年
）
豊
臣
秀
吉
が
母
、
大
政
所
の
病
気

平
癒
を
祈
願
し
て
奉
納
さ
れ
た
米
、
一
万
石
を

も
と
に
築
造
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

滋賀県レイカディア大学・米原校
園芸学科情報委員会 発行

５
月
に
入
り
、
樹
々
も
新
緑
が
濃
く
な
っ
た

こ
の
季
節
、
最
初
の
選
択
講
座
・
校
外
学
習
を

受
講
し
ま
し
た
。
今
回
の
講
座
は
、
北
村
正
隆

講
師
と
共
に
現
地
を
訪
れ
庭
園
や
樹
木
を
見
る

こ
と
。
ま
た
、
そ
の
場
所
が
何
時
、
誰
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
た
の
か
な
ど
、
こ
の
建
物
や
庭
園

が
、
い
か
な
る
歴
史
を
た
ど
っ
て
き
た
の
か
を

学
ぶ
こ
と
で
し
た
。

５
月
２
日
、
朝
か
ら
晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の

日
、
園
芸
学
科
一
同
は
自
動
車
数
台
に
分
乗
し

集
合
場
所
で
あ
る
多
賀
町
役
場
に
集
合
し
ま
し

た
。
点
呼
の
後
、
最
初
の
見
学
場
所
で
あ
る

「
多
賀
大
社
」
に
徒
歩
で
向
か
い
ま
し
た
。
延

命
長
寿
・
縁
結
び
の
神
と
し
て
古
く
か
ら
全
国

的
な
信
仰
を
集
め
、
豊
臣
秀
吉
の
厚
い
信
仰
も

あ
り
ま
し
た
。
「
お
多
賀
さ
ん
」
の
名
で
親
し

ま
れ
て
お
り
、
祭
神
と
し
て
天
照
大
神
の
両
親

の
伊
邪
那
岐
命
と
伊
邪
那
美
命
を
祀
っ
て
い
ま

す
。
神
社
の
境
内
に
入
り
参
拝
の
後
、
普
段
は

気
に
も
留
め
て
い
な
か
っ
た
本
殿
前
に
あ
る
松

の
大
木
を
前
に
、
剪
定
方
法
や
管
理
方
法
に
つ

い
て
の
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

多
賀
大
社
の
見
学
を
終
え
、
徒
歩
で
駐
車
場

に
移
動
、
再
び
分
乗
し
多
賀
町
敏
満
寺
に
あ
る

「
胡
宮
神
社
」
に
移
動
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は

レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
の
卒
業
生
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
案
内
し
て
く
れ
ま
し
た
。
胡
宮
神
社
で
は

多
く
の
樹
木
に
囲
ま
れ
た
広
大
な
境
内
を
歩
き

な
が
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
特
に
、
園
芸
学

科
と
し
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
「
胡
宮
神
社
社

務
所
庭
園
」
は
工
事
の
た
め
立
ち
入
り
が
許
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
し
た
。
こ
の
社
務

所
は
、
敏
満
寺
の
福
寿
院
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

庭
園
は
、
室
町
時
代
末
期
の
作
庭
で
、
書
院
か

ら
眺
め
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
庭

園
は
、
「
胡
宮
神
社
社
務
所
庭
園
」
と
し
て
国

の
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
や
山
の
傾
斜
な
ど
を
巧
み
に
生
か
し
た
、
調

和
が
と
れ
た
庭
園
で
し
た
。
広
大
な
境
内
を
回

り
な
が
ら
樹
木
の
剪
定
や
石
組
み
の
様
子
を
見

て
、
昔
の
人
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
東
近
江
市
北
花
沢
の
「
ハ
ナ
ノ

キ
」
、
日
野
町
正
法
寺
の
「
フ
ジ
」
、
熊
野

の
「
ヒ
ダ
リ
マ
キ
ガ
ヤ
・
タ
コ
ス
ギ
」
を
順

次
見
学
を
し
ま
し
た
。
最
後
に
行
っ
た
、
本

誓
寺
の
ク
ロ
マ
ツ
は
、
鶴
が
翼
を
広
げ
て
飛

ぶ
姿
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
「
青
鶴
松
」
と

言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
姿
は
見
る
も
の
を
圧

倒
さ
せ
る
ほ
ど
で
し
た
。

校
外
学
習
（
現
地
見
学
研
修
）
を
受
講

■

多
賀
大
社
・
胡
宮
神
社
・
西
明
寺

■

講
師

北
村

正
隆

氏

5
月
の
校
外
学
習
2
回
目
は
、
「
巨
木
・
名

木
を
訪
ね
る
」
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
県
内

に
は
有
数
の
巨
木
・
名
木
が
あ
り
ま
す
が
、
今

回
は
湖
東
地
区
を
巡
り
ま
し
た
。

5
月
１
６
日
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
文
化
産
業

会
館
正
面
玄
関
前
に
集
合
し
た
参
加
者
は
、
バ

ス
で
現
地
に
向
か
い
ま
し
た
。
途
中
、
彦
根
駅

で
残
り
の
メ
ン
バ
ー
と
合
流
し
、
彦
根
市
野
田

山
町
の
慈
眼
寺
境
内
の
「
三
本
杉
」
を
見
学
し

そ
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

校
外
学
習
・
樹
木
剪
定
実
習
を
受
講

■
長
浜
バ
イ
オ
大
学
ド
ー
ム
周
辺
の
整
備
■

講
師

北
村

正
隆
氏

と

サ
ポ
ー
ト
隊

レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
米
原
校
の
設
立
目
的
の
一

つ
で
あ
る
「
学
生
が
地
域
活
動
を
体
験
し
、
地
域

住
民
と
共
に
地
域
の
課
題
に
取
り
組
む
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
」
で
あ
り
、
第
３
９
期
生
3
学
科
合

同
で
必
須
講
座
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」
の
地
域

活
動
体
験
を
行
う
た
め
、
地
域
活
動
委
員
会
が
中

心
と
な
っ
て
校
外
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
5
月
１
２
日
朝
、
第
３
９
期

生
一
同
は
、
五
先
賢
の
館
（
長
浜
市
北
野
町
）
に

集
合
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
に
よ
る
現
地
説
明
の

後
、
館
周
辺
の
整
備
と
一
日
回
峰
行
コ
ー
ス
の
整

備
の
２
班
に
分
か
れ
て
作
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

五
先
賢
に
ま
つ
わ
る
史
跡
周
辺
を
歩
く
「
一
日

回
峰
行
」
コ
ー
ス
の
整
備
は
、
崩
れ
た
登
山
道
や

倒
木
の
撤
去
を
行
い
な
が
ら
全
コ
ー
ス
を
点
検
し

ま
し
た
。
小
谷
城
山
王
丸
で
昼
食
後
、
回
峰
行
コ

ー
ス
を
踏
破
し
下
山
、
館
に
集
ま
り
一
日
の
ま
と

め
を
行
い
解
散
し
ま
し
た
。

国名勝の庭園は工事中で、境内で説明を受ける

現
地
見
学
の
最
後
は
、
紅
葉
の
名
所
、
不
断

桜
で
有
名
な
「
西
明
寺
」
で
す
。
再
び
分
乗
し

て
訪
れ
た
こ
の
お
寺
は
、
国
宝
、
重
文
、
三
重

塔
な
ど
境
内
に
は
見
学
す
る
箇
所
が
多
く
あ
り

ま
す
が
、
園
芸
学
科
と
し
て
は
庭
園
を
外
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
名
勝
庭
園
「
蓬
莱

庭
」
に
。
こ
の
庭
園
は
、
江
戸
初
期
・
友
閑
の

作
庭
で
池
泉
観
賞
式
で
鶴
亀
を
形
ど
っ
た
石
組

■

校
外
学
習

巨
木
・
名
木
を
訪
ね
る
（
湖
東
）

三
本
杉
・
ヒ
イ
ラ
ギ
・
ハ
ナ
ノ
キ
・
フ
ジ

タ
コ
ス
ギ
・
ヒ
ダ
リ
マ
キ
ガ
ヤ
・
黒
松

講
師

田
上

知

氏

次
の
大
木
は
、
甲
良
町
池
寺
に
あ
る
「
池
寺
の

ヒ
イ
ラ
ギ
」
で
す
。
野
神
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
塚

に
全
国
最
大
級
の
老
木
で
根
元
に
祠
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
同
地
区
に
は
近
く
に
「
大
ス
ギ
」

が
あ
り
、
そ
の
都
度
、
そ
の
場
所
に
あ
る
樹
木

の
説
明
を

受
け
ま
し

た
。
い
づ

れ
も
樹
木

の
大
き
さ

に
び
っ
く

り
し
ま
し

た
。

■
必
須
講
座
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」
■

３
９
期
３
学
科
合
同
で
地
域
活
動
体
験

・
五
先
賢
の
館
、
小
谷
山
一
日
回
峰
行

５
月
３
０
日
、
校
外
学
習
・
樹
木
剪
定
実
習
を

長
浜
市
田
村
町
に
あ
る
「
長
浜
バ
イ
オ
大
学
ド
ー

ム
」
で
実
施
し
ま
し
た
。
北
村
講
師
と
サ
ポ
ー
ト

隊
を
含
む
総
勢
３
４
名
は
、
ド
ー
ム
正
門
付
近
南

側
一
帯
の
樹
木
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。
作
業
終

了
後
の
受
講
者
は
、
む
せ
か
え
る
よ
う
な
暑
さ
の

中
で
世
界
的
な
イ
ベ
ン
ト
や
見
本
市
会
場
と
な
る

ド
ー
ム
付
近
の
樹
木
の
剪
定
や
環
境
美
化
作
業
に

関
わ
れ
た
こ
と
は
大
変
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

課
題
学
習
・
樹
木
剪
定
実
習
を
実
施

■

石
の
寺
・
教
林
坊
の
庭
園
管
理

■

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

北
村

正
隆
氏

５
月
２
３
日
、
教
林
坊
の
庭
園
管
理
を
実
施
し

ま
し
た
。
教
林
坊
は
安
土
町
に
あ
り
、
６
０
５
年

聖
徳
大
子
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
、
小
堀
遠
州
の
作

庭
と
言
わ
れ
た
庭
園
が
あ

り
ま
す
。
当
日
は
、
庭
園

内
の
ツ
ツ
ジ
や
も
み
じ
等

の
剪
定
を
、
北
村
先
生
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
な
が

ら
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
課
題
学
習
で

教
林
坊
の
庭
園
管
理
作
業

は
、
６
月
以
降
も
実
施
す

る
予
定
で
す
。

伊
吹
山
山
頂
・
西
洋
タ
ン
ポ
ポ
除
草
に
参
加

伊
吹
山
も
り
び
と
の
会
主
催

伊
吹
山
も
り
び
と
の
会
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

依
頼
さ
れ
て
い
た
「
西
洋
タ
ン
ポ
ポ
の
除
草
」
に

園
芸
学
科
有
志
が
参
加
し
ま
し
た
。
耐
寒
温
度
が

１
０
度
を
割
る
寒
い
山
頂
で
約
５
時
間
、
駆
除
し

た
タ
ン
ポ
ポ
は
９
０
キ
ロ
を
超
え
、
伊
吹
山
固
有

種
の
保
護
に
貢
献
で
き
ま
し
た
。

池寺のヒイラギ

熊野のタコスギ本誓寺のクロマツ

池寺の大スギ

慈眼寺の三本杉


